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本堂「太子堂」

所在地：八尾市太子堂 3-3-16
最寄駅：JR 大和路線「八尾」駅から南西へ約 15 分
見学：境内は自由
TEL：072-922-3000

やお・かしわら

　勝軍寺は聖徳太子の創建と言われてい
る。南河内郡太子町にある叡福寺を上の
太子と呼ぶのに対して下の太子、または
太子堂と呼ばれる。寺伝によると聖徳太
子が仏教の導入をめぐり河内国渋川の阿
都の館にいた物部守屋を討つ際、戦況
が一時不利になったが、この地の椋樹の
蔭に隠れて難を逃れ、後に信貴山毘沙門
天に祈願し、四天王を祀り勝利したこと
で創建されたと言う。縁起によれば当初
は、寺域 16 町を有し、上宮王院、清涼
院、日羅院、地蔵院、修善院などの支院
を持っていたが、後世数度の兵火に遭い
縮小している。門前の小さな池は、秦河
勝が物部守屋の首を洗ったとの言い伝え
があり、守屋池（守屋首洗池）と言われ
ている。また、近くには守屋の墓がある。
　奈良街道（国道 25 号線）に面して「山

門」がある。境内の中心に本堂「太子殿」
があり、守屋との戦い後、太子自ら 16
歳の肖像を刻み安置したと伝えられる。
　また、「毘沙門堂」は、太子が一時信
貴山に難を逃れ、戦勝祈願し下山後、毘
沙門天の化身が現れ守屋との戦いに勝利
したことから、太子自らが毘沙門天を刻
み、祀ったと伝えられる。山号「神妙椋
樹山（しんみょうりょうじゅさん）」の由来は、
太子の軍勢が守屋の軍勢に包囲され絶体
絶命の窮地に陥った時、椋の大木が真っ
二つ割れ、太子はその幹の空洞に身を潜
め、九死に一生を得たと言われているが、
今も椋の大木が大切に祀られている。
　お盆の行事「絵どうろう（万灯会）」は、
勝軍寺の境内全体が幻想的な世界とな
る、八尾を代表する行事の 1 つである。

（新田俊明）

所在地：河内長野市天見 158
最寄駅：南海高野線天見駅徒歩 1 分
竣工：大正 2 年（1913）、昭和 10 年移築
構造概要：木造 2 階建、瓦葺入母屋造、608 ㎡
連絡先：㈱南天苑　TEL：0721-68-8081

南河内

　「南天苑本館」は平成15年に近代大規模和風建
築の好例として国の登録文化財に選定された。
　本会地域サークル委員会が担当した「大阪府近代
和風建築調査」（12年）では、設計等は不詳、堺・
潮湯を解体移築し松虫別館として使われ、昭和24
年に現経営者が継ぎ、今日に至ると報告されている。
　かねてより辰野金吾設計説を唱えていた明治建築
研究会代表・柴田正巳氏に協力して「建築士の会 南
河内」有志が14年に再度現地調査を行った。残念
ながら棟札等は見つからなかったが、その直後、南
海電鉄本社から昭和10年5月2日付の建物引渡状が
発見され、辰野金吾の設計と判明した。柴田氏の主
張が裏付けられた。
　堺大浜の潮湯は、阪堺電気鉄道（のちに南海鉄道
に合併）が沿線の乗客誘致策として明治45年（1912）
に開発した。その後、宝塚に対抗して大浜少女歌劇
が創設され、今でいうヘルスセンターとして賑わった
が、昭和9年（1934）室戸台風で倒壊した。南天苑

に移築されたのは、高野線沿線開発の一つとして、
自社所有であった、主に家族向けに建設された附属
建物「堺大浜潮湯拡張建物（1913）」で、辰野が手
がけた数少ない和風建築である。
　建物の外観は移築当時の形状をよく残している。
現在の1階西側部分が、潮湯では複数の個室風呂と
して使用されていたが、その他は潮湯当時の内部配
置と大差がない。18室あった客室のうち4室が移築
当時の原形を留めており、当時の図面や写真、現店
主の子供時代の記憶を基に改装が現在進行中で、5
室が復元されている。「南天苑」の位置する天見温
泉は南北朝時代の開湯と伝えられ、かつては「極楽
湯」と呼ばれて高野山詣での旅人で賑わっていた。
付近は野生の南天が自生する「南天の里」として知
られ、前回紹介した延命寺にも近い。  （鶴田晴子）
★潮湯とは、泉州の臨海付近に多くあった海水を沸かして

入浴する銭湯で、現在でも数軒の潮湯が残っている。
★大浜潮湯は戦前、美章園温泉（阿倍野区）、源ケ橋温

泉（生野区）と共に「大阪三大温泉」と称された。潮湯
以外現存する。美章園・源ケ橋とも登録有形文化財。
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北摂
能勢町・豊能町・箕面市・池田市・豊中市・吹田市

東大阪
東大阪市

やお・かしわら
八尾市・柏原市

南河内
松原市・藤井寺市・羽曳野市・富田林市・太子町
河南町・千早赤阪村・大阪狭山市・河内長野市




